　

第１章　子どもの発達の特性

【１】人間の発達期の区分について，かっこに当てはまる言葉を書き込んでみよう。

	出生前期

細胞期／胎芽期／胎児期
	（①　　　　　　）期
	幼児期

	
	出生後１歳まで
	１歳〜（②　　　　）歳まで


　
	（③　　　　　　）期（学童期）
	青年期
	（④　　　　　　）期
	（⑤　　　　　　）期

	（②）歳〜12歳まで
	12歳〜25歳頃まで
	25歳頃〜65歳頃まで
	65歳頃〜死ぬまで


【２】次のかっこに当てはまる言葉を書き込んでみよう。

（1） 乳幼児期の心身の発達は著しい。その発達は（①　　　　　　）と環境の相互作用によって促進される。（①）は生まれつき親から受け継いでいる要素のことである。環境は，誕生後に得られる要素であり，（②　　　　　）的環境（親や仲間など），自然環境（動植物や気候など），物的環境（遊具や玩具など）や（③　　　　　　　　　　）環境（施設や伝統など）などがある。

（2） 発達には，どの子どもにも共通して存在する（④　　　　　　）性や連続性がある一方で，（⑤　　　　　　　　）も大きい。

【３】ブロンフェンブレンナーによる４つの環境システムとその例を線で繋いでみよう。

（1） マイクロシステム・

（2） メゾシステム　　・

（3） エクソシステム　・

（4） マクロシステム　・

・親，きょうだい，保育施設の保育者など

・親の職場環境，地域の子育て支援活動など

・児童観や教育観，文化，宗教など

・家庭と，保育所や幼稚園との関係など


【４】次のかっこに当てはまる言葉を書き込んでみよう。

（1） 子どもの活動において，子どもが自分ひとりで達成することができる水準と，他者から援助を受けて達成できる水準の間を（①　　　　　　　　　　　　　　）という。この考え方を提唱したのは，ロシアの心理学者（②　　　　　　　　　）である。このときの他者とは，能力のある大人に限らず，子ども同士も含まれる。
【５】次の項目にもっとも関係の深いものを下から選び，記号で答えてみよう。

（1） ルソー　　　　　　　　　（　　　　）
（2） 児童福祉　　　　　　　　（　　　　）
（3） 児童の権利に関する条約　（　　　　）
（4） 工場法　　　　　　　　　（　　　　）

(1) 子どもは大人の意のままに，安い賃金による長時間労働を強要されていたが，社会全体で子どもを保護していかなければならないという考え方が広まった。

(2) 子どもは保護の対象というだけでなく，権利の主体でもある。そのため，日本でも子どもの保護から福祉へと転換がはかられた。

(3) 子どもは自然に育つ力を持っているので，大人は従わせるのでなく，干渉せずに子どもの成長に合わせた手助けをするべきであると考えた。

(4) 幅広い子どもの権利の尊重と保護のため，障がいによる差別などが禁止された。

【６】次の文で正しいものには○をつけ，誤りがある場合は×をつけよう。

（1） 中世までのヨーロッパでは，子どもは劣った存在とみなされていたが，日本では昔から「子どもは保護され養育されなければならない」という考え方が浸透していた。（　　　　　）

（2） 子どもの権利が尊重されるようになった今でも，虐待や戦争などで犠牲になる子どもは後を絶たない。（　　　　　）

（3） 社会や大人の，子どもの発達に対する考え方は，地域や時代背景によって変わるものではなく，ずっと変わらない不変のものである。（　　　　　）

第２章　子どもの発達過程
【１】次の言葉の意味を下から選び，記号で答えよう。
（1） 発育　　　　（　　　　　　　　）

（2） 発達　　　　（　　　　　　　　）

（3） 成長　　　　（　　　　　　　　）

(1) 心やからだの機能の変化

(2) 身長や体重など，からだの形や大きさの変化

(3) 心やからだの機能の変化と，身長や体重など形や大きさの変化
【２】身体発育についてのグラフをみて，ア〜エを示す適当な語句を選び答えよう。
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　〔語群〕a．リンパ組織　
b．生殖器　
c．身長・体重など　
d．頭部と脳
【３】次のかっこに当てはまる言葉を書き込んでみよう。

（1） 女性のからだは約４週間の周期で卵巣から卵子を放出しており，これを（①　　　　　）とよぶ。（①）後の卵子は射精された男性の（②　　　　　）と受精することで，受精卵ができる。やがて受精卵は，卵管を通って子宮内膜に定着する。これを（③　　　　　）とよび定着すると（④　　　　　）が成立する。受精卵は，母親の胎内で細胞分裂をしながら大きくなっていく。このとき胎児は，（⑤　　　　　）を通して母体から栄養や酸素などを受け取っている。そのため，（④）中の母親の健康や生活スタイルは胎児に大きな影響を与える。

【４】母親の生活スタイルによって，胎児に悪影響を与えるとされるものをあげてみよう。

	



【５】子宮内の胎児のようすをみて，ア〜ウが示す場所の名称を答えてみよう。
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【６】次の文の空欄の中から正しいものを選んで，○で囲ってみよう。

（1） 出生時の健康児の体重は，（ア．2,000g　イ．3,000g　ウ．3,500g）前後であり，母子保健法によると（ア．2,500g　イ．3,000g　ウ．1,500g）未満の新生児を低出生体重児とよぶ。低出生体重児は，母子保健法に基づいて届け出が義務付けられている。

（2） 出生後１年の間に乳児の体重は（ア．1.5倍　イ．２倍　ウ．３倍），身長は1.5倍になる。

（3） 出生時の脳の重量は（ア．350g　イ．200g　ウ．520g）前後で，成人の４分の１ほどしかない。しかし，３歳頃には成人の約（ア．半分　イ．３分の１　ウ．８割）ほどにまで成長する。脳の神経細胞の数は，大人と比べ（ア．１割程度　イ．約半分　ウ．ほぼ同じ）である。

（4） 狭い産道を通って生まれてくる新生児の頭骨には，（ア．泉門　イ．裂割　ウ．頭骨孔）とよばれる隙間があり，頭の形状を変形することができる。

（5） 出生時は，身長に占める頭部の割合は約（ア．２分の１　イ．７分の１　ウ．４分の１）である。子どもは，大人と比べると頭の割合が大きいため，バランスが取りにくく転びやすい。

【７】次のかっこに当てはまる言葉を書き込んでみよう。

（1） 身体発育の評価には，厚生労働省が調査している（①　　　　　　　　　　　　　　　　）が使われており，パーセンタイル値が用いられている。各々の月齢・年齢の体重，身長，頭囲における３及び97パーセンタイル曲線は（②　　　　　　　　　　　　）に掲載されている。
【８】次の問いに答えてみよう。
（1） その時期に発達しないと，将来その能力を獲得することができないという，決定的に重要な時期のことを何というか。（　　　　　　　　　　　　　　　）

（2） 出生後，３〜４日後には，体重が最低になる。尿や便，汗などで水分を出すが，哺乳量が少ないことが原因だが，この減少を何というか。（　　　　　　　　　　　　　　　）

（3） 乳幼児の発育や栄養状態を評価するために用いられ，体重÷（身長×身長）×10で求めることができる数を何とよぶか。（　　　　　　　　　　　　　　　）

（4） 骨は，軟骨部にカルシウムが付着して固くなることでつくられるが，これを何とよぶか。（　　　　　　　　　　　　　　）

【９】脊柱の湾曲について以下の表の空欄をうめてみよう。

	（①　　　　　　）湾曲（後湾）
	（②　　　　　　）湾曲（前湾）
	（③　　　　　　）カーブ
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【10】次のかっこに当てはまる言葉を書き込んでみよう。

（1） 出生時の新生児には歯は生えていない。生後６か月頃からは（①　　　　　　）が生えはじめ，１歳頃には上下４本ずつくらいの（①）が生える。２〜３歳頃までに20本が生えそろう。６歳頃になると，（①）は抜け，（②　　　　　　　）が生えはじめる。14歳くらいには全32本が生えそろう。

（2） 胎児は，胎盤を通して母体から酸素を吸収していたが，出生と同時に（③　　　　　　）呼吸を開始する。はじめての呼吸運動は（④　　　　　　）である。新生児期から乳児期にかけては腹式呼吸をしているが，幼児期になると（⑤　　　　　　）呼吸を開始する。胎盤からより多くの酸素を取り入れるため，胎児の血液の流れ方は成人のものと異なり，（⑥　　　　　　　　　）とよばれている。この頃は，卵円孔，動脈管（ボタロー管），静脈管（アランチウス管）とよばれる独特の管が存在するが，生後間もなく閉鎖される。


【11】次の文の下線部が正しいものには○をつけ，誤りがある場合は×をつけよう。

（1） 子どもは，遺伝子によって準備された素質の通りに発達するもので，人的，物的に関わらず，生まれた後の環境は影響しない。（　　　　　）

（2） 頭囲を測る場合，後頭部の突き出した部分に巻き尺を当て，みけんで交差させるようにして目盛りを読むとよい。（　　　　　）

（3） 年齢によって，各骨の化骨が形成される時期は決まっているので，手根部の化骨数や形態を見ることで発育の程度を知る手がかりになる。（　　　　　）

（4） 乳幼児は，成人と比較して体温が高いが，呼吸数や脈拍数は低い。（　　　　　）

（5） 体温は，子どもによって個人差はあるが，１日の中ではほとんど変動しない。そのため，起床前と午後の体温が異なる場合は注意が必要である。（　　　　　）

【12】乳児期は，授乳後に吐いてしまったり，胃からあふれた乳汁が口から出てきてしまったりすることがある。その理由を考えてみよう。

	


【13】次の問いに答えてみよう。
（1） 出生後２〜３日頃までの乳児の便は，胎児の頃に飲み込んでいた羊水や老廃物を含む胎便とよばれる便であるが，その色はどのような色か。　（　　　　　　　　　　　　　　　）

（2） 出生後，３〜４日後からは移行便とよばれる緑がかった便が出るが，その後，胆汁のビリルビンを含む鮮やかな黄色い便となる。この黄色い便を何というか。

（　　　　　　　　　　　　　　　）

（3） 乳児期の子どものからだの成分をみてみると，からだの成分の中で水が占める割合は，大人と比較して高いか低いか。　（　　　　　　　　　　　　　　　）

（4） ウイルスや細菌などが体内に入ることで，侵入した異物に対する免疫を獲得する。このように自分でつくりだす免疫のことを何とよぶか。　（　　　　　　　　　　　　　　　）

（5） 人間を含む地球の動植物は，地球の自転周期である約24時間を周期として体内の各機能を調節している。生物時計ともいわれるこのリズムを何というか。
（　　　　　　　　　　　　　　　）
【14】次のかっこに当てはまる言葉を語群から選んで記号で答えてみよう。

（1） 乳幼児期は，発育・発達のめざましい時期であるが，発達にはどの子どもにも（①　　　　）するいくつかの特徴がある。
（2） 概念の認識においては，全ての乗り物を「ブーブー」と表現する時期があるが，やがて電車と自動車が異なることがわかるようになる。これを（②　　　　）とよぶ。やがて「ブーブー」は「自動車」であるという概念ができてくる。これを（③　　　　）という。このように発達は（②）し，（③）されて進んでいく。

（3） また，発達は「はいはい」から「つかまり立ち」「つたい歩き」というように，順序よく（④　　　　）して進んでいく。その他にも，「頭部から尾部へ」「中心から末梢へ」という決まった（⑤　　　　）がある。

（4） このとき気をつけなければならないのは，発達にも（⑥　　　　）があるということである。ある時期を断面的に切り取って標準と比較するのではなく，子どもなりの発達過程を理解し，（⑦　　　　）として尊重することが大切である。ただし，発達の速度が標準から著しくかけ離れているときは，（⑧　　　　）に相談が必要なこともある。

　〔語群〕ア．分化　　イ．連続　　ウ．専門機関　　エ．共通　　オ．臨界期　　カ．個人差
　　　　　キ．方向性　　ク．個性　　ケ．未成熟　　コ．統合

【15】以下の新生児の反射運動とその内容を線で結んでみよう。

（1） 把握反射　・

（2） 原始歩行　・

（3） 吸啜反射　・

（4） モロー反射・

・　からだを持ち上げた状態から急に手を離すと，両手をさっと
　　広げ，前に突っ張るような動作をすること。

・　からだをかかえて床に足をつけると，足を交互に動かして歩
　　くような動作をすること。

・　乳首や指などが唇に触れたり口に入ったりすると，無意識に
　　吸いつこうとすること。

・　手のひらに何かが触れると，全体重を支えるほどの強い力で
　　しっかりと手を握ること。

【16】乳児の運動機能の発達に関する次の文について，それぞれ生後何か月ぐらいで起こることかを答えなさい。

（１）首がすわらず，腕を持って引き起こそうとするとうしろに下がる。

（２）首がすわりはじめ，腹ばいで頭を上げる。

（３）一人で立つ。一人であるく。

（４）おすわりができ，おもちゃを持ったりする。

（　　〜　　）か月頃（　　〜　　）か月頃（　　〜　　）か月頃（　　〜　　）か月頃

【17】愛着関係の自立について，目安となる年齢とその特徴を線で結んでみよう。

（1） ０〜３か月頃　・

（2） ３〜８か月頃　・

（3） ８か月〜３歳頃・

（4） ３歳以降　　　・

· 　愛着対象と離れても安心して過ごすことができる。愛着対
　　象に合わせて行動を調整する。

· 　知らない人に対する人見知りをし，自分への働きかけや応
　　答の多い人を愛着対象として反応する。

· 　愛着対象が居なくなると泣き出したり後を追おうとする。
　　その人に抱き上げてもらえば泣き止む。

· 　人に関心があるが，誰に対しても同じ反応をする。

【18】次のかっこに当てはまる言葉を語群から選んで記号で答えてみよう。

（1） 自立歩行のできるようになった子どもの行う（　　　　）は，周囲の大人からは単なるいたずらとみなされることもあるが，子どもの知的好奇心の現れを示している。

（2） （　　　　）は子どもが異なる他者を区別できるようになったことを示す，最初の現れであるといえる。

（3） （　　　　）の出現は子どもが今，目の前にあるものを超えた世界をつくり出すことができるようになったことを示す。

（4） （　　　　）の使用は，子どもがもっとも初歩的な文法規則を獲得しはじめたことを示す。
（5） 第一次反抗期は，子どもの自我が芽生えてくる時期だが，同時にこの時期の子どもは自分の立場と他人の立場をはっきり区別できない。このような子どもの心理状態を（　　　　）とよぶ。

　〔語群〕　ア．喃語　イ．模倣　ウ．人見知り　エ．自主性　オ．集団遊び　カ．凝視
　　　　　　キ．受容遊び　ク．二語文　ケ．社会性の発達　コ．自己主張　サ．自己中心性

　　　　　　シ．ごっこ遊び　ス．探索活動　セ．自他の未分化　ソ．記憶機能　タ．微笑反応

【19】遊びと人のかかわりの変化について，以下の表の空欄に入る言葉を答えよう。

	（①　　　　　　　）遊び
	１歳くらい〜
	他の子どもとかかわることなく，ひとりで遊ぶ。

	（②　　　　　　　）遊び
	２歳頃
	同じ場所で他の子どもと同じことをしていても，直接やりとりはしない。

	（③　　　　　　　）遊び
	３歳以降
	同じ場所で他の子どもと一緒に同じ遊びをするようになる。

	（④　　　　　　　）遊び
	４，５歳頃
	他の子どもと役割分担をしたり，ルールを決めたりして遊ぶ。


【20】次のかっこに当てはまる言葉を語群から選んで記号で答えてみよう。

（1） 乳児の頃は，自分の要求をうまく伝えることができず，（①　　　　）という信号で伝えようとする。信号を受けた保育者が要求を満たしてやることで，言葉がなくても（②　　　　）が成立する。やがて，２〜３か月頃になると「アーアー」といった発声が可能になる。これを（③　　　　）とよぶ。乳児は自分の声を聞いて楽しみ，また周囲が自分の声に反応することによって発声に興味をもっていく。１歳近くなると（④　　　　）をするようになる。（④）は言葉の発生に向けた大切なステップとなる。その後，「マンマ」などの一語で自らの気持ちや感情を表現するようになり，これを（⑤　　　　）と呼ぶ。１歳半を過ぎると，（⑤）の語と語をつないで表現ができるようになり，（⑥　　　　）→（⑦　　　　）と単語の数を増やしていく。やがて単語だけではなく，（⑧　　　　）や（⑨　　　　）を活用するようになり，４歳頃になると日常会話が可能になる。

　〔語群〕　ア．指さし　　イ．泣く　　ウ．コミュニケーション　　エ．二語文　　オ．助詞

　　　　　　 カ．多語文　　キ．喃語　　ク．一語文　　ケ．動詞

【21】言葉の発達について，次の空欄に入る言葉を下から選んで答えてみよう。
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　　　　（①　　　　　　）　　（②　　　　　　）　　（③　　　　　　）　　（④　　　　　　）

　〔語群〕　ア．二語文　　イ．喃語　　ウ．一語文　　エ．多語文


【22】次の（１）〜（６）に関係の深いものを語群から選び，その記号を答えてみよう。

（1） 倒れている花瓶を見て，くたびれてねんねしていると言う。

（2） 親の提案に対して「イヤイヤ」ができる。

（3） 人見知りをする。

（4） 目で見たものを掴むことができる。
（5） 両手でそれぞれ別の物を持つことができる。

（6） かくれんぼをしていて，頭だけ隠せば他の人に見えないと思っている。
（　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　） （　　　）  

〔語群〕

(1) 注意の分散ができる
(2) アニミズム的思考
(3) 目と手の協応作用ができる

(4) 記憶の芽生え

(5) 具体的思考

(6) 自己中心的思考

(7) 自我の芽生え
【23】以下の言葉の意味を書いてみよう。

　（１）サイレントベビー

	


　（２）表象作用

	


　（３）象徴作用

	


第３章　子どもの生活
【１】次のかっこに当てはまる言葉を入れてみよう。
（1） 子どもが健康で成長していくには，（①　　　　　　）による（②　　　　　　）が必要である。（①）は子どもの身の回りの世話や必要なことを教えながら，成長に応じた生活環境を整えていく。最近では子どもの数が減り，一人ひとりに行き届いた配慮ができるようになった反面，少ない子どもを大事にしすぎて（③　　　　　　）や過干渉に陥りがちなので注意が必要である。
【２】新生児の養護について，次の文の空欄に当てはまる語句を入れてみよう。

（1） まだ首のすわらない乳児を抱く場合は，左腕を乳児の後頭部，首，背中に回し手で支えて，右手で（　　　　　　）から足を支え，頭を少し持ち上げるくらいにして横に抱く。

（2） おんぶをする場合，（　　　　　　）直後は避け，（　　　　　　）時間に１回は休むようにする。

（3） 入浴は，室温を高くして行い，湯の温度は（　　　　　　）℃くらいが適当である。沐浴時間は10~15分，回数は健康ならば毎日入浴させるようにする。

（4） 生後（　　　　　　）くらいまでは外出を避ける。一般的に，新生児は病気にかかりにくいが，一度かかると（　　　　　　）しやすいため注意する。
（5） 以前は，日光浴をすることにより，太陽光線に含まれる（　　　　　）が皮膚に当たると，皮下組織中のエルゴステロールが（　　　　　　）に変化し，骨が丈夫になるといわれていたが，近年ではその有害な作用も明らかになっている。

（6） 目は，湯で湿らせたガーゼなどで（　　　　　　）から目尻に向けて拭き，耳や鼻が汚れているときは（　　　　　　）を使ってきれいにする。

【３】次の文の中を読み，正しければ○，誤っていたら×を（　）に入れてみましょう。

（1） 乳児を自動車に乗せる際は，大人がしっかりだっこしていればよい。（　　）

（2） 日光浴は，日光に慣らしていくためのもので，強い直射日光を当てる。（　　）

（3） 乳歯が生えてきたら，歯ブラシを使い始めてもよい。（　　）

（4） 乳児をしっかり抱いていれば，強くゆすってあやしてもよい。（　　）

（5） 乳児の爪は指を傷つける恐れがあるため，なるべく切らない方がよい。（　　）


【４】次のア〜クの基本的生活習慣の自立ができるようになる標準的な時期は，①〜⑤のどの年齢か分けてみよう。

①１歳（　　　　　　　　　　）　　　　②２歳（　　　　　　　　　　）

③３歳（　　　　　　　　　　）　　　　④４歳（　　　　　　　　　　）

⑤５〜６歳（　　　　　　　　　　）

(1) スプーンやフォークを使ったり，コップを持って飲んだりできる。

(2) 自分で衣服を着脱し，必要に応じて調節できる。自分で髪をとかす。

(3) 大人の手を借りながら手を洗ったり顔をふいたりする。

(4) 一人で寝起きをしたり，トイレに行ったりすることができる。

(5) 排泄の後始末を上手にすることができる。

(6) 自分の服を自分で着ようとする。箸を使って一人で食べる。

(7) 自分で鼻をかんだり，歯磨きをしたりできる。

(8) 休息する理由や，からだと食物の関係を理解し，睡眠や食事の自立ができる。

【５】次の文の空欄の中から正しいものを選んで，○で囲ってみよう。

（1） 新生児は，睡眠と目覚めを繰り返しながら１日で約（ア．７時間　イ．12時間　ウ．18時間）くらい眠っている。

（2） 乳児期の子どもには，（ア．午前・午後１回ずつの昼寝　イ．大人と同じ睡眠リズム）が必要である。
【６】次のかっこに当てはまる言葉を語群から選んで記号で答えてみよう。
（1） 子どもが社会で生活していくには，お互いに気持ちよく暮らしていくためのルールや（①　　　　）が必要である。このような習慣を（②　　　　）とよぶ。必要な（②）は，生活の中で大人が子どもに手本を示しながら伝えていくことが必要であり，そのひとつが（③　　　　）である。（③）の方法は，ふさわしい行為については積極的にほめ，危険なことや人を傷つける行為は叱っていく。子どもの発達に合わせて反復練習することで，子どもは社会的に（④　　　　）することができる。

　〔語群〕　ア．法律　　イ．体罰　　ウ．社会的生活習慣　　エ．マナー　　オ．しつけ　　

　　　　　　カ．自立　　キ．成人　　ク．基本的生活習慣

【７】次のかっこに当てはまる言葉を入れてみよう。
（1） 乳汁栄養には（①　　　　　　）栄養，人工栄養，及びこれらを併用する（②　　　　　　）栄養の３種類がある。
（2） （③　　　　　　）栄養には，（④　　　　　　）を原料として作られた調製粉乳が主として使われており，これは母乳の（⑤　　　　　　）に近づけて作られている。
（3） 授乳のし方は，乳児が欲しがるときに与える（⑥　　　　　　）哺乳と，一定時間ごとに与える時間哺乳がある。
（4） 母乳は与え続けていないと分泌が悪くなるので，飲ませないときでも母乳を搾るようにする。このことを（⑦　　　　　　）という。
（5） 乳児が５か月くらいになると，乳汁だけでは足りなくなる。そこで，乳汁から幼児食へと少しずつ移行させていく。これを（⑧　　　　　　）という。
（6） 幼児は１回の食事量が少ない。そのため，通常の食事に加えて（⑨　　　　　　）によって多少の栄養補給をする必要がある。
（7） 幼児は３歳を過ぎる頃から食べ物の好き嫌いがはっきりしてくる。そのため，（⑩　　　　　　）の予防と対策を考え，（⑪　　　　　　）方法を工夫して各種の食品を与えることが大切になる。
【８】母乳の主な特徴について以下の文のかっこに当てはまる言葉を語群から選んで記号で答えてみよう。
（1） 必要な栄養素が最も適切な割合と濃度で含まれているため，（　　　　）しやすい。
（2） （　　　　）をもち，感染症に対する抵抗力が優れている。
（3） 機器の（　　　　）が不要で衛生的である。
（4） 授乳に際し，つながりが実感でき，母子ともに（　　　　）の安定を図れる。
（5） （　　　　）のリスクが比較的少ない。
　〔語群〕　ア．排出　　イ．消化吸収　　ウ．免疫物質　　エ．薬剤　　オ．授乳　　カ．消毒
　　　　　　キ．血圧　　ク．精神　　ケ．費用　　コ．乳幼児突然死症候群

【９】次の分は，乳幼児の栄養について述べたものである。下線部分に誤りがあるので訂正してみよう。
（1） 生後８〜９か月頃までは，乳汁栄養だけで育てればよい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（2） 人工栄養は，含まれている栄養素が消化吸収しやすい形なので，未熟な消化器でも最大に利用され，消化障害を起こすことは少ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（3） 離乳後期には，子どもの様子を見ながら，1日１回１さじずつ，なめらかにすりつぶしたかゆを与える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（4） アレルギーを起こす可能性のある食材は，なるべく離乳中期以降に与えるようにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（5） 幼児期は，食事の他に間食を1日に４～５回とって栄養素を補う必要がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（6） 幼児の間食や運動遊びの後には，塩分補給をさせることが大切である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【10】母乳栄養について，以下の問いに答えてみよう。
　（１）乳児の食品として，母乳が理想的といわれるのはなぜだろう。
	


　（２）母乳が不足しているかどうかを判断する目安をあげてみよう。
	


　（３）母乳を十分に分泌するために気をつけることをあげてみよう。
	


【11】次の文は離乳及び離乳食について述べたものである。かっこに当てはまる言葉を入れてみよう。
（1） 離乳は，一般的に生後（①　　　　）か月頃から開始する。そして，（②　　　　）か月頃で完了する。
（2） 生後５～６か月になると，母乳や粉ミルクだけでは（③　　　　　　），（④　　　　　　）などが不足しがちになる。そこで，栄養補給のために離乳食が必要となる。
（3） ５か月頃までは，（⑤　　　　　　）を使って乳汁を噛むように吸引する。やがて７〜８か月頃になると（⑤）で押しつぶしたり，（⑥　　　　　　）を上下に動かしてそしゃくできるようになる。その後，９か月〜11か月頃には（⑦　　　　　　）でそしゃくするようになり，12か月を過ぎた頃から生えそろい始める（⑧　　　　　　）によるそしゃくができ，そしゃく運動が完成する。
（4） 離乳が完了する頃，自分で食べたがるようになったら，少しずつ（⑨　　　　　　）で食べさせる。
【12】次の各項の中で正しいものを１つ選び，（a）（b）（c）いずれかを答えてみよう。
（1） 調製粉乳を与えるときの適切な温度は　（　　　　）
（a）50℃くらい。
（b）40℃くらい。
（c）20℃くらい。
（2） 離乳を開始するのは　（　　　　）
（a）２〜３か月頃。
（b）５〜６か月頃。
（c）子どもが乳を嫌がるようになるまで待つ。
（3） 調製粉乳を与えるときは，（　　　　）
（a）空気を吸わないよう哺乳びんの底をななめ上に上げて飲ませる。
（b）出すぎないよう哺乳びんを水平にして飲ませる。
（c）乳児を寝かせ，哺乳びんを垂直にして飲ませる。
（4） 平成27年の生後3か月の乳汁栄養法で最も多いのは　（　　　　）
（a）母乳栄養。
（b）混合栄養。
（c）人工栄養。

【13】次の離乳に関する文章について，正しいものには○，誤っているものには×をつけてみよう。

（1） 離乳食の調理は口当たりを考えて，いくぶん濃い味付けにする。

（2） 梅雨時は離乳をやめるべきである。

（3） 離乳食と乳量を合わせて，エネルギー量などを満たすようにする。

（4） 乳児が噛まずに飲み込んでもよいような調理法にする。

（5） 離乳は歯の生える時期を目安として開始する。

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

【14】次の文章について，正しいものには○，誤っているものには×をつけてみよう。

（1） 子どもに正しい食事マナーを身につけさせるため，２歳頃に食べ物を手でこねたりする子どもを叱ってやめさせなければならない。（　　　　）

（2） 子どもは，一緒に食事をする大人の影響を受けやすいので，ひとりで食事させるのが理想である。（　　　　）

（3） 子どもは大人に比べて新陳代謝が盛んなため，肉や塩分を摂りすぎても生活習慣病につながるような食習慣が身についてしまうことはない。（　　　　）

（4） 偏食は将来のためにも幼児のうちに修正しておきたい。そのため，小さいうちは無理にでも嫌いなものを食べさせる必要がある。（　　　　）

【15】以下は2016年に一部が改正された「食生活指針」である。空欄に入る言葉を調べて記入してみよう。
1. 食事を楽しみましょう

2. １日の食事のリズムから，健やかな（①　　　　　　）リズムを

3. 適度な運動とバランスのよい食事で，適正体重の維持を
4. 主食，（②　　　　　　），（③　　　　　　）を基本に，食事のバランスを

5. ごはんなどの穀物をしっかりと

6. 野菜・果物，牛乳・乳製品，豆類，魚なども組み合わせて

7. （④　　　　　　）は控えめに，脂肪は質と量を考えて
8. 日本の（⑤　　　　　　　）や地域の産物を活かし，郷土の味の継承を
9. 食料資源を大切に，無駄や（⑥　　　　　　）の少ない食生活を
10. 「食」に関する理解を深め，食生活を見直してみましょう
【16】乳幼児の衣服の文を読み，正しいものに○，誤っているものに×をつけてみよう。
（1） 乳児の衣服は，簡単に脱ぎ着ができ，前合わせでえりがないものを選ぶ。（　　　　）
（2） 乳児は体温調節力が高いので，頻繁に着替えさせる必要はない。（　　　　）
（3） 皮膚を鍛えたり，汗腺を丈夫にしたりするためにも，子どもの衣服は薄着を基本とする。（　　　　）
（4） 肌着は，やわらかい生地のものを選び，吸湿性・保温性・通気性のあるものがよい。（　　　　）
（5） 布おむつは，白地の木綿地で，頻繁に洗濯をするため，丈夫な綿素材を選ぶとよい。（　　　　）
（6） おむつは吸水力があり，においがもれないよう気密性にすぐれたものがよい。（　　　　）
（7） 乳幼児の敷き布団は，厚くやわらかいものがよい。（　　　　）
（8） 乳幼児の衣服は，洗濯しやすい形や材料のもので，着脱が楽にできて活動しやすいものがよい。（　　　　）
（9） 幼児の履き物は，堅い材料で作られ，足のサイズより大きめのものがよい。（　　　　）
【17】次の文は乳幼児に必要な衣服の条件について述べたものである。かっこ内に該当する語句を語群より選び，記号で答えてみよう。
（1） 伸縮性・通気性にすぐれ，（　　　　）気候の調節のできるもの。
（2） 子どもの皮膚と触れるため，（　　　　）のよいもの。
（3） 材料が吸湿性・耐久性にすぐれ，重さや（　　　　）などが活動を妨げず，（　　　　）が容易なもの。
（4） （　　　　）しやすく，丈夫な素材のもの。
（5） その他，形・ボタン・ゴム・飾りなどが子どもにとって（　　　　）なもの。
　〔語群〕　ア．安全　　イ．サイズ　　ウ．専門機関　　エ．衣服　　オ．着脱　
　　　　　　カ．洗濯　　キ．個性的　　ク．未成熟　　ケ．肌ざわり

【18】紙おむつと布おむつのメリットとデメリットについて，以下の表のかっこをうめてみよう。
	紙おむつ
	メリット
	おむつの中がむれにくく，おむつが濡れてもサラサラしている。保育者にとっては（①　　　　　　　）の必要がなく，交換の回数が少なくてすむ。

	
	デメリット
	おむつ交換の回数が少ないと，おむつかぶれになりやすい。また，赤ちゃんが排泄による（②　　　　　　　　　）を意識しづらく，保育者に伝わりづらい。また，購入にお金がかかり，ごみが出る。

	布おむつ
	メリット
	赤ちゃんの肌にやさしく，（②）を意識しやすいのでトイレットトレーニングに移行しやすい。また，コストが安く（③　　　　　　）が出ない。買い置きの手間もかからない。

	
	デメリット
	取り替える回数によってはかぶれることもある。後始末が大変で，外出時に荷物が多くなる。


【19】子どもが寝る場所についての以下の文を読んで，正しいものには○をつけ，誤りがある場合は×をつけよう。
（1） フローリングは，じゅうたんと比べるとほこりがたまりやすいので避ける。（　　　　）
（2） ベビーベッドの中の子どもは寂しくなることが多いので，できるだけぬいぐるみなどの小物で周囲を覆ってあげるとよい。（　　　　）
（3） 挟まれる危険があるので注意が必要だが，ベッドには必ず柵を作る。（　　　　）
（4） 冷暖房で室温を調整する必要があるので，子どもはエアコンの風が直接当たる場所で寝るのがよい。（　　　　）
（5） 子どもの眠りを邪魔しないように，保育者は目の届く場所にはいない。（　　　　）
（6） 大人と子どもの風邪はタイプが異なるので，風邪をひいていても子どものそばに居てあげるのがよい。（　　　　）
（7） 日当りのよい部屋がよいが，直射日光は避けた方がよい。（　　　　）
（8） 吊り下げ式のおもちゃや額縁などは，赤ちゃんから見えるようになるべく顔の上に置いておく。（　　　　）
【20】次の各文のかっこに当てはまる語句を記入して文章を完成させよう。
（1） 乳幼児は，遊びを通して感覚，遊ぶために何かを考える（①　　　　　　），情緒，社会性などを展開していく。からだを大きく動かしたり，細かな作業をしたりすることから（②　　　　　　）も獲得する。
（2） 遊びを通じて喜びや悲しみ，怒りなどの多くの感情を体験し，（③　　　　　　）と仲よくする力や（④　　　　　　　　　　）も身につけることができる。
（3） 子どもは単純なおもちゃをいろいろなものに見たてたり，あるいは組み合わせて使ったりしながら，（⑤　　　　　　）力や（⑥　　　　　　）力を養っていく。したがって，あまり複雑なものや形が決まり過ぎて手が加えられないようなものは，よいおもちゃとはいえない。
（4） 空き地や路地などの安全や遊び場が減少し，子どもが（⑦　　　　　　）と触れ合う機会が減少している。
（5） 日常では体験することが難しい刺激を与えてくれる児童文化財として，動物園や博物館，美術館などの（⑧　　　　　　）がある。
【21】次の幼児の遊びについて，Ａ群からその遊びの説明文を選び，Ｂ群から関連するものを選んでみよう。
（1） 感覚遊び　
A群（　　　　　）B群（　　　　　）
（2） 構成遊び　
A群（　　　　　）B群（　　　　　）
（3） 受容遊び　
A群（　　　　　）B群（　　　　　）
（4） 運動遊び　
A群（　　　　　）B群（　　　　　）
（5） 想像遊び　
A群（　　　　　）B群（　　　　　）
〔A群〕
(1) 
全身を使ってからだを動かすことを楽しむ。
(2) さまざまな材料を使って新しいものを構成することを楽しむ。
(3) 現実とは異なる自分の世界を想像して，その中で振る舞うことを楽しむ。
(4) 
見る・聞く・触るなど，感覚の刺激を楽しむ。
(5) 
情報を外部から得ることを楽しむ。
〔Ｂ群〕

① 折りがみ　 　② おままごと　　　③ 絵本　　　④ ブランコ 　　⑤ ガラガラ
【22】次の文の空欄に当てはまる語句を下の語群から選んで記号で答えてみよう。
（1） 幼い子どもにおもちゃを与えるときは，まず（①　　　）の発達段階に合っていること，そして（②　　　）で衛生的であること，また使い方が（③　　　）性に富むことなどの条件を考えて玩具を選ぶようにしたい。
（2） おもちゃの安全性を示すマークとして，（④　　　）や（⑤　　　）がある。一定の安全基準に合格したおもちゃにつけられる。
（3） 好きなおもちゃを何でも買ってあげるのではなく，（⑥　　　）させ，将来おこづかいをもらったときなどのための（⑦　　　）を養いたい。
（4） 昔から伝わるおもちゃを知り，子どもとともに楽しみ合うことができれば，まさに文化の（⑧　　　）として意義深いことである。
〔語群〕
　　　ア．流行　イ．融通　ウ．思考　エ．奇抜　オ．模倣　カ．心身　キ．伝承
　　　ク．SGマーク　ケ．STマーク　コ．JASマーク　サ．安全　シ．がまん　ス．楽観性
　　　セ．金銭感覚
【23】次の各文のかっこに当てはまる語句を記入して文章を完成させよう。
（1） 日本には四季折々の（①　　　　　　）があり，幼稚園や保育所などで取り入れられている。（①）や（②　　　　　　）を体験することで，子どもたちは楽しみながら自分が生きる社会について学んでいく。
（2） 古くから日本に伝わる子どもたちの遊びを（③　　　　　　）という。（③）には，年中行事と関係が深いものや，季節と関係の深いものもある。複数の子どもで遊ぶことによって楽しむ行事も多く，協調性や（④　　　　　　　）を育む側面もある。

【24】あなたが体験したことのある，もしくは知っている伝承遊びをあげてみよう。

	


【25】次の各文は，乳幼児の病気と看護について述べたものである。［　　］の中から正しいものを選び，記号で答えよう。
（1） 幼稚園児の疾病の中で最も多いのは①［ア．虫歯　　イ．耳疾患　　ウ．アトピー性皮膚炎］である。
（2） ５～９歳児の死因の第１位を占めるものは，①［ア．悪性新生物　　イ．先天性疾患　　　ウ．不慮の事故］である。
（3） 子どもの体内の水分の割合が①［ア．多く　　イ．少なく］，しかも体重の割には体表面積が②［ア．小さい　　イ．大きい］ので，水分が失われやすく，病気にかかった場合は，脱水状態を起こしやすい。
（4） 子どもがひきつけを起こしたときは，頭を①［ア．横　　イ．真上　　ウ．うつぶせ］にして寝かせ，②［ア．大きな声でよびかける　　イ．安静にする］。
（5） 嘔吐がみられたときは，①［ア．仰向け　　イ．前かがみ］にして吐かせ，寝かせる場合は②［ア．横　　イ．下］を向かせる。
【26】わが国で行われる乳幼児期の定期予防接種の伝染病名を五つあげてみよう。
　（　　　　　　　　　　）　（　　　　　　　　　　）　（　　　　　　　　　　）
　（　　　　　　　　　　）　（　　　　　　　　　　）
【27】次の⑴～⑸は，乳幼児の病気の予防のポイントについて述べたものである。（　　）内に該当する語句を記入し，文を完成させてみよう。
（1） 保育者は病気について基本的な知識を身につけ，子ども自身が治す力や（①　　　　　　）力を身につけていけるように環境を整える。
（2） 体を保護するだけでなく，（②　　　　　　）を増進させることも考える。
（3） 保育者はふだんから子どもの一般状態を観察し，場合によっては（③　　　　　　）・脈拍数・呼吸数などを測定する。それが病気や異常の（④　　　　　　）発見につながる。
（4） 定期的に子どもの健康状態をチェックするとともに，（⑤　　　　　　）診査を受ける。
（5） 感染症予防のため（⑥　　　　　　）を受ける。
【28】次の文章を読んで，かっこを埋めてみよう。
（1） 乳幼児期は好奇心が旺盛であり，自らの（①　　　　　　）を少しずつ広げていく時期である。保育者は，子どもを十分に遊ばせて，運動機能や（②　　　　　　　　　）の発達をうながし，子どもの理解に合わせて危険な場所とその理由を具体的に教えていく。
（2） 今まで元気だった子どもが，突然死亡し，原因がわからないものを乳幼児突然死症候群，別名（③　　　　　　）という。乳幼児突然死症候群は，（④　　　　　　　）中に起こることが多い。厚生労働省によれば，（③）予防のためのポイントとしては，できるだけ母乳で育てること，（⑤　　　　　　　）を避けること，たばこをやめることが有効であるとしている。

（3） 予防接種とは，人間の体内に人工的に（⑥　　　　　　）を作り出すことであり，感染症の予防に有効である。方法としては，（⑦　　　　　　　　）を注射したり飲ませたりする。予防接種には，法律によって一定の期間に行われることが推奨される（⑧　　　　　　）予防接種と，希望者が必要に応じて受ける（⑨　　　　　　）予防接種がある。予防接種には，個人の健康を守るという意味合いだけでなく，感染や流行を防ぐための（⑩　　　　　　）防衛の意味もあることが重要である。予防接種によっては，しこりや膿みなどの（⑪　　　　　　　　）が出ることもあるが，予防効果が大きいので注意事項を守って健康状態を確かめながら受けるようにしたい。

【29】次の病気やけがの手当ての方法を調べてみよう。
　（１）下痢
	


　（２）ひきつけ
	


　（３）やけど
	


第４章　子どもの保育
【１】次の文章のうち，正しいものには○，間違っているものには×をつけてみよう。
（1） 地域においては，保育をめぐって互いに連携を取り合うネットワークづくりが必要とされる。（　　　）
（2） 保育は，親のみが行うべきである。（　　　）
（3） 保育においては，まず子どもの健康や安全を守ることが大切である。（　　　）

（4） 保育所と幼稚園は，共に国が示している「保育施設保育指針」に基づいて保育が行われている。（　　　）
（5） 「保育」とは，子どもの育ちに保育者が一方的にはたらきかける行為である。（　　　）
（6） 「保育」は親になればだれでもできることである。（　　　）
【２】次の時期に保育者が行うべき援助として特徴的な事項を，下の語群から１つずつ選んでみよう。
（1） ０歳

（　　　　　　）
（2） １，２歳

（　　　　　　）
（3） ３，４歳

（　　　　　　）
（4） ５歳

（　　　　　　）
　〔語群〕
(1) あやしたりスキンシップをしたりと応答的にかかわる。授乳や離乳食を，家庭と密に連絡をとりながら進める。
(2) 自然への興味関心が深まるように働きかける。子ども自身が考え判断したり，予想や期待をもって行動したりできるように援助していく。
(3) 基本的生活習慣が少しずつ身につくよう援助するが，自分でしようとする気持ちを尊重する。ひとり歩きができるようになり行動範囲が広がるので，探索活動を十分に満たす。
(4) ルール決めや役割分担をして遊びを発展させる子どもたちの姿を見守る。年長児としての自覚を高め，就学への期待が高まるよう，小学生との交流などを実施する。

【３】次のかっこに当てはまる言葉を書いてみよう。
（1） 保育所は家庭に代わって保育を行う（　　　　　　　）施設で，幼稚園は「学校」に属する教育機関である。
（2） 保育所の監督官庁は厚生労働省で，幼稚園は（　　　　　　　）である。
（3） 保育所の保育にあたる職員は（　　　　　　）で，幼稚園の保育にあたる職員は幼稚園教諭である。
【４】次のかっこに当てはまる言葉を書いてみよう。
（1） 保育所保育指針によれば，保育の目標は子どもの発達の側面から５つの領域に分けられる。１つ目は（①　　　　　　）で，心と体を育て健康で安全な生活を作り出す力を養う。２つ目は（②　　　　　　　　　）で，他の人々と親しんで支え合いながら生活するための自立心を養う。３つ目は（③　　　　　　）で，周囲のさまざまな（③）に好奇心を持って関わり，それらを生活に取り入れる力を養う。４つ目は（④　　　　　　）で，経験したことや考えたことを自分なりの（④）で表現し，相手に耳を傾ける力を養う。最後の５つ目は（⑤　　　　　　）で，感じたことや考えたことを自分なりに（⑤）し，感性や創造性を養う。
【５】次の各文は，集団保育について述べたものである。文中のかっこに当てはまる言葉を記入し，文章を完成させよう。
（1） 集団保育の目的は，子どもたちが一緒に遊びながら，基本的生活（①　　　　　　）や社会生活上のルールを守る態度を身につけることである。
（2） 幼稚園は，（②　　　　　　）法によって設けられている幼児教育の場である。
（3） （③　　　　　　）・乳児院は，（④　　　　　　）法によって定められた，親の保育を十分に受けられない乳幼児を対象にした施設である。
（4） 集団保育の基盤には，保護者によるあたたかい愛情のある（⑤　　　　　　　）保育がなくてはならない。
第５章　子どもの福祉と子育て支援
【１】子どもに関連する法律等の制定について，⑴～⑷に当てはまるものをＡ～Ｄより記号で選んでみよう。
（1） 1947年，第二次世界大戦後，日本国憲法のもと最初に制定された。（　　　）
（2） 1951年５月５日，子どもの権利を明確に示したものがわが国で制定された。（　　　）
（3） 2000年，日本での社会問題を受け，子どもの保護のために制定された。（　　　）
（4） 1989年11月，国際児童年10周年に当たる年に国連総会で採択された。（　　　）
〔語群〕

Ａ．児童虐待の防止等に関する法律　
Ｂ．児童の権利に関する条約

Ｃ．児童憲章　
Ｄ．児童福祉法
【２】次の文は子どもの福祉について述べたものである。空欄に最も適するものを，下の語群より記号で選んでみよう。
（1） 「児童憲章」では，子どもの利益をめざすことは（①　　　　）の義務であり，子どもは（①）的存在であると強調している。
（2） 「児童の権利に関する条約」では，世界中の子どもが（②　　　　）を受けられるようにしようとしている。条約では，子ども自身の意見表明権，意志・表現の自由，（③　　　　）の禁止など，子どもの権利に関して総合的に規定している。
（3） わが国の子どもの福祉は，近年，子どもの「（④　　　　）の発達や権利を保障する」考え方に移り変わってきている。子どもを単に「（⑤　　　　）される対象」とするだけでなく，「権利を行使する，より積極的・（⑥　　　　）な存在」としてとらえる考え方である。
〔語群〕

ア．家庭　
イ．社会　　　　
ウ．最大限　
エ．具体的

オ．管理　
カ．最善の利益　
キ．監視　　
ク．差別

ケ．抽象的
コ．保護　　　　
サ．最小限　
シ．主体的

【３】児童福祉法第１章総則のうち，第１条～第３条までに示されていることは何か。かっこに当てはまる言葉を記入してみよう。
（1） 第１条　全ての児童は適切な養育や生活の保障などの（　　　　　　）を有する
（2） 第２条　国や地方公共団体，保護者は心身ともに健やかな児童を育成する
（　　　　　　）がある
（3） 第３条　第１・２条に規定したことは児童福祉を保障するための（　　　　　　）で
あり，尊重されなければならない
【４】次の子どもの福祉に関わる機関の説明に当てはまるものを，Ａ，Ｂいずれかより記号で選んでみよう。
（1） 社会福祉全般に関する行政機関。児童や妊産婦の調査を行ったり，相談指導を行ったりしている。（　　　）
（2） 子どもの福祉の中心的な役割を担う機関。必要に応じて一時保護所を設けることになっている。　（　　　）
〔語群〕
Ａ．児童相談所
Ｂ．福祉事務所
【５】児童福祉施設・福祉事務所・児童相談所以外の，地域の子どもに関わる機関をひとつあげて説明してみよう。
　（　　　　　　　　　　　　　）
	


【６】「少子化対策大綱」の基本的視点について述べたもののうち，正しくない内容の文章が１つある。その記号を答えよう。
　（　　　　）
(1) 結婚や出産は，当事者の自由な選択に委ねられるべきものであること。
(2) 男女役割分業の確立や，次代を担う子どもが心身ともに健やかに育つことができる家庭づくりを旨とすること。
(3) 社会全体の取り組みとして，国民的な理解と広がりをもって子育て家庭を支援すること。
ア．（　　　　　　）


イ．（　　　　　　）


ウ．（　　　　　　）


エ．（　　　　　　）





ア．（　　　　　　　　　　　　　）


イ．（　　　　　　　　　　　　　）


ウ．（　　　　　　　　　　　　　）









